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かわさきの「農」情報は、川崎市のホームページのトップページから かわさきの農業 で検索。

【農園所在地】 宮前区菅生2丁目12番（聖マリアンナ医科大学病院の近く） 

【 募 集 区 画 】 地域優先区画13区画、一般公募区画26区画。1区画 約 10㎡ 

【 利 用 期 間 】 平成 30年 4月 14日から平成32年 3月 14日まで 

【 予 定 料 金 】 6,000円／年※1（内訳：貸付料2,000円※2、予定組合費4,000円※3） 
※1 料金は、平成30年3月17日開催予定の管理組合総会で組合費が決まり次第決定 

※2 貸付料の振込先は市 

※3 組合費の振込先は管理組合。金額は管理組合総会で決定

【 応 募 資 格 】 ① 市内在住であること 

② 市開設型市民農園（小倉･上小田中･上作延･南生田･千代ヶ丘）の利用

者ではないこと 

③ 管理組合に加入すること 

④ 農園まで自動車以外で来園可能であること（駐車場はありません） 

⑤ 地域優先区画の応募者は、農園所在地の宮前区の長沢自治会エリアに

住んでいること 

【 応 募 方 法 】 次の必要事項に記入の上、往復はがき又はメールでお申込みください。 

電話でのお申込みは不可。 

① 件名「菅生地域交流農園申込み」 

② 住所 

③ 氏名（フリガナ） 

④ 年齢 

⑤ 電話番号（日中連絡がとれる番号） 

⑥ 応募区画（地域優先区画又は一般公募区画） 

⑦ 農園までの交通手段 

（例：徒歩、バス、自転車 ※自動車での来園は不可） 

⑧ メールアドレス（メールでお申込みの方は必須） 

※申込み1世帯１通まで。 

【応募締切り】 平成 30年 1月 9日（火）消印有効 

【 抽 選 結 果 】 平成 30年２月中旬までに返信はがき又はメールで通知。 

【当選者説明会・ 

管理組合総会】 

平成 30年 3月 17日（土）正午～午後２時 

【お申込み先】 〒213-0015  川崎市高津区梶ヶ谷2-1-7 JAセレサ梶ヶ谷ビル2階 

川崎市都市農業振興センター 農業振興課 

電話: 044-860-2462  メールアドレス: 28nogyo@city.kawasaki.jp 

利用者全員で管理組合を作り、管理・運営を行う菅生地域交流農園の利用者を募集します。 



私たちに農作物を供給してくれる農地ですが、

広い空間を利用した防災機能もあります。 

川崎市には農業者の協力のもとに、大震災が発生

した際の一時避難場所として「市民防災農地」の

登録制度があります。市と所有者との協議のうえ

で、仮設住宅等建設用地や復旧用資材置場としても

利用することもできます。市内には５００箇所（平

成29年 1月 1日現在）の防災農地があり、農地

内にポールやシール（生産緑地の看板に貼付け）で

表示してありますので、万が一に備え近所の防災農

地を探してみてください。 

募集人数 ２０人（申込者多数の場合は抽選） 

研修期間 平成３０年４月～平成３２年３月（２年間） 

月１回の定例作業（木曜日開催）及び、 

月１回の班別管理作業（木曜日開催） 

※平均して１人月２回の活動 

時間   午前９時～正午まで 

研修場所 麻生区黒川地区の農地、里山 

料金   受講料は無料 

傷害共済加入金（年間2,000円程度） 

農機具代（剪定バサミ等）は自己負担 

応募条件 次の要件をすべて満たす必要があります。 

① 市内に在住の６５歳以下の方（平成３０年４月1日現在） 

② ２年間継続して研修に参加できる方（修了には７割以上の出席が必要） 

③ 研修後に里山農業ボランティアとして活動できる方 

申込期間 平成２９年１２月２２日（金）～平成３０年１月２２日（月）（消印有効） 

申込方法 往復はがきに郵便番号、住所、氏名、生年月日、年齢、電話番号を記入し 

下記担当へ郵送 

指定 

避難所 

居住地ごとに指定された避難場所。

（小・中学校等） 

一時 

避難場所 

指定避難所への避難が困難な場合の

一時的な避難場所。（公園等） 

生産緑地地区の区域の 
面積要件緩和 等について

意見 

公募 

 生産緑地の区域の規模を300

㎡以上とする「川崎市生産緑地地

区の区域の規模に関する条件を定

める条例」の制定及び「川崎市生

産緑地地区指定基準」等の改正に

ついて意見を募集します。 

（募集の期間・方法） 

平成 29年 11月 27日～12月

26日（消印有効）の間に、電子

メール・FAX・郵送・持参で意見

をお寄せください。 

（問合せ・意見提出先） 

下記参照

問合せ・提出（申込）先  川崎市都市農業振興センター農地課 保全係  

〒213－0015 高津区梶ヶ谷２－１－７ＪＡセレサ梶ヶ谷ビル２階 

電話： 044-860-2461  FAX： 044-860-2464 

E-mail：28nouti@city.kawasaki.jp 

援農・里山農業ボランティア

として活動してもらう人材の育

成研修会「みのり塾」の研修生

を募集します。 

昔から里地里山の管理に携

わってきた農業者から農地や

里山の管理手法や農作物の

栽培等を学びます。 



武笠農園 小泉農園 元木農園

１２月は、クリスマスがあるよね。 
クリスマスケーキによく使われるいちごは、市内でも栽培さ
れているんだよ！ 
いろいろな品種のいちごがあるから、自分好みのいちごを見
つけてほしいな！ 

【摘取時期】１月～５月 
【販売時期】ホームページにて 

ご確認ください 
【住所】宮前区平6 
【時間】30分食べ放題 
【予約】事前予約制 
【連絡先】080-6532-5306 
【受付時期】1月～ 
【品種】紅ほっぺ、章姫、 

よつぼし
【交通】溝の口駅南口からバス

「向丘中学校下」 
徒歩10分 

【駐車場】あり 

予約方法等、詳細については 
ホームページ「小泉農園」 
Facebook「小泉農園」 

で検索 

・実の赤みが濃い 
・やや酸味がある 

・ピンク色の実 
・桃の味と香り 

・実が細長い 
・酸味が少ない 

©中本 竹識

・甘味、酸味、風味
のバランスがよい ・やや縦長の実 

・さっぱりとした甘さ 
・ビタミンCが豊富 
・糖度・甘みが強い 

セレサモス 

黒川 

【摘取時期】2月中下旬～ 

【販売時期】12月～ 

【住所】高津区坂戸2-5 

【時間】30分食べ放題 

【予約】事前予約制 

【連絡先】090-4521-1515 

【受付時期】２月中下旬～ 

【品種】紅ほっぺ・桃薫 

【交通】電車「溝の口駅」から 

徒歩15分 

【駐車場】なし 

予約方法等、詳細については 
Facebook 
「武笠農園 いちごハウス」 
           で検索 

【摘取時期】１月～５月 

【販売時期】１月中旬～（予定） 

【住所】麻生区黒川203 

【時間】30分食べ放題 

【予約】事前予約制 

【連絡先】080-1984-9293 

【受付時期】１月～ 

【品種】紅ほっぺ、よつぼし、 
おいCベリー、章姫、
かおり野、桃薫 

【交通】電車 小田急多摩線 

    「黒川駅」から徒歩7分 

【駐車場】あり 

予約方法等、詳細については 
ホームページ  
http://motoki-farm.com/
「元木いちご農園」で検索 

元木農園 向丘中学校下 

（バス停） 

川崎市立 

向丘中学校 

小泉農園 

老人 

ホーム 

コンビニ 

コンビニ 

川崎市立 

高津中 
武笠農園

川崎市立 

坂戸小 

ショッピン

グモール 

スーパー 



＜旬＞2月下旬～４月下旬 

アブラナ科の野菜。菜の

花よりも苦味が少なく、く

せのない味が特徴です。 

昔から多摩区菅地区で親

しまれている野菜で、市内

の直売所等で販売していま

す。 

＜旬＞１０月～１１月 

鎌倉時代前期にあたる建

保2年（1214年）に麻生

区星宿山王禅寺の山中で発

見された甘柿で、日本最古

の甘柿ともいわれていま

す。 

小振りで甘く種が大きい

のが特徴です。 

＜旬＞８月～１０月 
多摩川梨は多摩川周辺で
栽培されている梨の総称で
す。川崎市内では幸水・豊
水・あきづき・新高などが
栽培されています。 
川崎で梨の栽培が始まっ
た歴史は古く、栽培が盛ん
になったのは江戸時代中期
の寛政時代からといわれて
います。 

たくさんの人たちと 

触れ合えてよかったな♪ 

ステージで踊ったよ～ 

のらぼう菜カステラ 多摩川 梨
ありのみ

禅寺丸柿ワインケーキ 柿生禅寺丸柿ワイン 
写真提供：かわさき名産品認定事業実行委員会

こんにちは！菜果ちゃんです！ 

今回は、「かわさき名産品」のうち、市内産農産物「かわさきそだ

ち」が使われた商品について紹介するよ！ 
川崎市内の各所で販売しているので、ぜひ探してみてね！ ©中本 竹識

かきまるくんと一緒に 

「かわさきそだち」を 

PRしたよっ！ 


